
トリアージとは 

災害などの状況下において先着順で治療にあたるのではなく、治療の緊急性や症状の重症度から治療の優先順位を決定し

て搬入・治療などを行うことをトリアージといいます。優先順位を決定するためには、特定の基準を用います。 

 

１ トリアージの意味 

トリアージとはフランス語の「triage」から由来しており、「選別」と言う意味を持っています。災害時や大規模な事故現場などで

負傷者の治療順番、緊急輸送の順番、運搬先施設の決定などの判断で用いられます。医療資源（医療スタッフや医薬品等）

が制約される中で、一人でも多くの傷病者に対して最善の治療を行うため、傷病者の緊急度に応じて、搬送や治療の優先順

位を決めることをいいます。 

 

２ トリアージの必要性 

限られた医療資源を最大限に活用しながら治療するため、医療機関等では、診療前にまずトリアージを行います。 

災害時の混乱の中で、トリアージを行わず通常と同じように受付順で治療を行った場合、重症者が長時間放置される可能性

があります。また、最重症者から治療を始めると、その治療だけで貴重な医療資源を使い尽くされてしまい、確実に救命可能

な他の重症者の治療ができなくなることも考えられます。 

このような問題を解決するために、トリアージが必要となります。救命できる可能性の高い者から順に救護、搬送、治療にあ

たるべきであるという考え方です。 

 

３ ＳＴＡＲＴ法＝トリアージの判定基準 

災害トリアージについては標準化が進んでおり、総傷病者数、医療機関の許容量、搬送能力、現場での応急処置、治療に

要するまでの時間などの要件で判定されます。 

災害トリアージの判定基準をできるだけ客観的に分かりやすくした手法に「ＳＴＡＲＴ法」というものがあります。ＳＴＡＲＴ法では、

負傷者が①歩行できるか、②呼吸はしているか、③呼吸数はどうか、④循環状態はどうか、⑤意識レベルはどうか、によって

負傷者を、緑色（軽処置群）、黄色（待機的治療群）、赤色（最優先治療群）、黒色（治療対象外）に分けます。 

  



４ トリアージの区分 

傷病の緊急度に応じ、次の４段階に分類します。 

 

識別色 分 類 傷 病 等 の 状 態 

黒色 

（０） 
救命困難群 

既に死亡している者または明らかな即死状態であり、 

心肺蘇生を施しても蘇生の可能性の低いもの。 

本区分は「死亡診断」と必ずしも同義語ではない。 

赤色 

（Ⅰ） 
緊急治療群 

直ちに処置すれば、生命が救われる可能性があり、 

一刻も応急処置が必要な傷病者（重傷者） 

黄色 

（Ⅱ） 
準緊急治療群 

多少治療の時間が遅れても、生命には危険がない 

傷病者（中等症） 

緑色 

（Ⅲ） 
軽処置群 

外来で処置が可能な傷病者（軽症者）、もしくは処置不要

のもの 

 

 

黒色 （０） 第四順位搬送適応外群 
治療を行っても生存の可能性の低いもの。 

 

赤色 （１） 第一順位緊急治療群 （重症群） 

生命の危機的状態で、直ちに治療しないと死に至る状態。 

 

黄色 （２） 第二順位待機治療群 （中等症群） 

２時間から３時間なら治療を遅らせても状態が悪化しない状態であり、静脈路を確保し 

厳重な監視下におく。 

 

緑色 （３） 第三順位治療保留群 （軽症群） 

最後に治療を行っても生命予後・機能予後に影響を及ぼさない状態であり、治療は他所に 

回すことが可能。 

 


